
勢
い
が
あ
る
の
は
紅
茶
飲
料
で

ト
ッ
プ
の
「
午
後
の
紅
茶
」
（
キ

リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
）
は
１
―
６
月

に
上
半
期
過
去
最
高
の
販
売
数
量

を
記
録
。
そ
の
後
も
好
調
を
維
持

し
１
―
８
月
で
は
前
年
同
期
比
８

％
増
の
３
千
４
６
２
万
�
と
な
っ

た
。基

盤
商
品
の
一
つ
で
あ
る
「
ミ

ル
ク
テ
ィ
ー
」
と
新
商
品
の
「
ザ

・
マ
イ
ス
タ
ー
ズ
ミ
ル
ク
テ
ィ

ー
」
が
好
調
に
推
移
し
た
ほ
か
、

「
お
い
し
い
無
糖
」
が
同
期
間
２０

％
増
と
大
幅
に
拡
大
し
た
。

秋
冬
は
、
１１
月
１
日
の
紅
茶
の

日
に
向
け
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

展
開
し
て
い
く
。

ホ
ッ
ト
商
品
は
「
ス
ト
レ
ー

ト
テ
ィ
ー
」
「
ミ
ル
ク
テ
ィ

ー
」
「
レ
モ
ン
テ
ィ
ー
」
「
お

い
し
い
無
糖
」
の
味
わ
い
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
容
量
を
３

４
５
�
か
ら
４
０
０
�
に
増
量

し
て
「
生
茶
」
と
「
小
岩
井
」

ブ
ラ
ン
ド
の
４
０
０
�
と
と
も

に
販
売
し
て
い
る
。

４
０
０
�
導
入
の
理
由
に
つ

い
て
、
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
の

東
桃
子
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
商
品
担
当

主
任
は
「
５
０
０
�
の
場
合
、

あ
た
た
か
い
う
ち
に
飲
み
切
れ

ず
、
店
頭
で
加
温
す
る
の
も
時

間
が
か
か
る
。
�
あ
た
た
か
い

う
ち
に
飲
み
切
れ
る
程
よ
い
サ

イ
ズ
は
４
０
０
�
�
が
当
社
の

立
て
た
仮
説
で
、
中
味
に
つ
い

て
は
、
ホ
ッ
ト
で
求
め
ら
れ
る

嗜
好
性
と
満
足
感
を
強
化
し
た
」

と
説
明
す
る
。

こ
れ
に
対
し
４
０
０
�
よ
り
も

少
し
多
い
４
４
０
�
で
ホ
ッ
ト
展

開
す
る
の
は
フ
ル
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
「
紅
茶
花
伝

ロ
イ
ヤ
ル
ミ

ル
ク
テ
ィ
ー
」
（
コ
カ
・
コ
ー
ラ

シ
ス
テ
ム
）
で
、
俳
優
の
伊
藤
健

太
郎
さ
ん
を
起
用
し
た
Ｔ
Ｖ
Ｃ
Ｍ

や
デ
ジ
タ
ル
施
策
を
用
い
て
国
産

牛
乳
１
０
０
％
使
用
を
訴
求
し
て

い
る
。

「
ク
ラ
フ
ト
ボ
ス
」
（
サ
ン
ト

リ
ー
食
品
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
）
の
紅
茶
シ
リ
ー
ズ
２
品
も
好

調
で
、
こ
の
ほ
ど
２
品
計
で
１
億

本
の
販
売
を
突
破
。
１０
月
１
日
に

は
、
コ
ー
ヒ
ー
シ
リ
ー
ズ
の
ホ
ッ

ト
に
「
ク
ラ
フ
ト
ボ
ス

ミ
ル
ク

テ
ィ
ー

ホ
ッ
ト
」
を
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
に
加
え
て
コ
ー
ヒ
ー
と
紅
茶

の
両
輪
で
積
極
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
を
展
開
し
て
い
く
。

「
Ｔ
Ｅ
Ａ
�
Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｎ
Ｅ
Ｗ

Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
」
（
伊

藤
園
）
は
、
８
月
に
新
発
売
し
た

「
生
オ
レ
ン
ジ
テ
ィ
ー
」
が
ヒ
ッ

ト
。
発
売
か
ら
約
１
か
月
で
１
千

２
０
０
万
本
を
突
破
し
、
秋
冬

は
、
こ
の
勢
い
を
加
速
さ
せ
る
べ

く
９
月
９
日
に
「
し
あ
わ
せ
香
る

焙
じ
た
紅
茶
」
を
新
発
売
し
、

「
ほ
う
じ
茶
ラ
テ
」
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
発
売
し
、
さ
ら
な
る
新
商
品

の
投
入
も
予
想
さ
れ
る
。

伊
藤
園
は
ま
た
、
コ
ー
ヒ
ー
ブ

ラ
ン
ド
「
Ｔ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
Ｙ
�
Ｃ
Ｏ

Ｆ
Ｆ
Ｅ
Ｅ
（
タ
リ
ー
ズ

コ
ー
ヒ
ー
）
」
の
戦
略

を
転
換
し
、
基
幹
ア
イ

テ
ム
の
ボ
ト
ル
缶
と
市

場
拡
大
し
て
い
る
Ｐ
Ｅ

Ｔ
で
、
こ
の

秋
冬
か
ら
ブ

ラ
ッ
ク
に
一

層
特
化
し
て

い
く
方
針
を

固
め
た
。

Ｐ
Ｅ
Ｔ
で

は
無
糖
ラ
テ

の
「
Ｓ
ｍ
ｏ

ｏ
ｔ
ｈ

Ｌ

Ａ

Ｔ

Ｔ

Ｅ

（
ス
ム
ー
ス

ラ
テ
）」
を

広
義
の
ブ
ラ

ッ
ク
コ
ー
ヒ

ー
と
位
置
づ

け
て
注
力
し

て

い

く

。

「
ス
ム
ー
ス

ラ
テ
」
は

現
在
、
女
性
と
４０
～
５０
代
に
支
持

さ
れ
て
順
調
に
推
移
。

「
Ｐ
Ｅ
Ｔ
コ
ー
ヒ
ー
市
場
が
若

者
離
れ
と
女
性
離
れ
を
起
こ
し
て

い
る
中
、
『
無
糖
ラ
テ
』
は
女
性

比
率
が
３
割
強
へ
上
昇
。
世
代
で

は
４０
～
５０
代
が
急
伸
し
た
た
め
、

�
コ
ー
ヒ
ー
好
き
の
４０
～
５０
代
が

『
無
糖
ラ
テ
』
を
好
ん
で
い
る
�

と
仮
説
を
立
て
た
」
（
星
野
智
信

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
本
部
コ
ー
ヒ
ー

・
炭
酸
ブ
ラ
ン
ド
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

と
い
う
。

Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
珈
琲
は
「
Ｕ
Ｃ
Ｃ

Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｋ

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

Ｂ
Ｒ

Ｅ
Ｗ
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
発
売

し
、
４
５
０
�
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
「
Ｂ
Ｅ

Ａ
Ｎ
Ｓ

＆

Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

ミ
ル
ク
好
き
の
ラ
テ
」
を
新
発

売
し
た
。
同
社
は
、
新
た
に
Ｐ
Ｅ

Ｔ
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
は
じ
め
た
ユ

ー
ザ
ー
に
つ
い
て
、
コ
ー
ヒ
ー
感

が
少
な
く
後
味
が
ス
ッ
キ
リ
と
し

た
味
覚
を
求
め
る
傾
向
に
あ
る
と

み
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
同
商
品

は
「
ミ
ル
ク
好
き
ユ
ー
ザ
ー
に
向

け
て
牛
乳
を
贅
沢
に
使
用
し
て
ス

ッ
キ
リ
と
し
た
味
わ
い
に
し
、
挽

き
た
て
コ
ー
ヒ
ー
を
使
用
し
コ
ー

ヒ
ー
の
風
味
が
ほ
ん
の
り
香
る
よ

う
に
し
た
」
（
岩
崎
隆
宏
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
本
部
飲
料
開
発
部
長
）。

１０
月
に
は
「
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｎ
Ｓ

＆

Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

デ
カ
フ
ェ

・
ラ
テ
」
と
「
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｎ
Ｓ

＆

Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

ミ
ル
ク
テ

ィ
ー
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
発
売
。

ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
は
、
世
界

的
な
パ
テ
ィ
シ
エ
、
ピ
エ
ー
ル
・

エ
ル
メ
氏
と
コ
ラ
ボ
し
た
「
ピ
エ

ー
ル
・
エ
ル
メ
×
ダ
イ
ド
ー
ブ
レ

ン
ド

カ
フ
ェ
・
オ
・
レ

シ
ョ

コ
ラ
・
プ
リ
ー
ズ
」
を
８
月
２７
日

に
コ
ン
ビ
ニ
で
先
行
発
売
し
て
好

調
に
推
移
し
て
い
る
。
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夏
休
み
に

旭
川
か
ら
稚

内
ま
で
道
北

を
１
週
間
ほ

ど
車
で
回
っ

て
き
た
。
途

中
４
～
５
回

ほ
ど
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

を
利
用
し
た
が
セ
ル
フ
は

皆
無
、
ど
こ
も
店
員
が
２

～
３
人
出
て
き
て
対
応
し

て
く
れ
る
。
驚
い
た
の
が

２
人
が
か
り
で
行
う
窓
の

洗
浄
▼
１
人
が
右
半
分
、

も
う
一
人
が
左
半
分
を
担

当
し
、
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス

か
ら
左
右
に
分
か
れ
洗
剤

の
真
っ
白
な
泡
を
立
て
な

が
ら
リ
ア
ま
で
行
っ
た
後

は
、
同
じ
よ
う
な
手
順
で

水
洗
い
を
し
て
く
れ
た
。

昭
和
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
そ
の
も
の
だ
。
昔
は
東

京
で
も
こ
ん
な
感
じ
だ
っ

た
▼
都
市
部
で
は
人
手
不

足
の
弊
害
が
目
立
ち
始
め

た
。
店
舗
に
商
品
を
置
く

だ
け
で
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
の

陳
列
は
店
側
が
や
る
ド
ロ

ッ
プ
方
式
が
難
し
く
な
り

陳
列
ま
で
行
う
フ
ル
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
望
む
チ
ェ

ー
ン
が
増
え
て
い
る
。
ド

ロ
ッ
プ
は
、
あ
く
ま
で
店

に
陳
列
が
で
き
る
人
が
い

る
こ
と
が
前
提
だ
▼
フ
ル

オ
ペ
が
で
き
る
北
関
東
の

地
場
卸
に
は
、
捌
き
き
れ

な
い
ほ
ど
仕
事
の
依
頼
が

来
て
い
る
と
い
う
。
そ
こ

は
ホ
ワ
イ
ト
物
流
を
宣
言

し
、
適
正
利
益
を
社
員
に

還
元
す
る
こ
と
に
よ
り
地

元
で
働
き
た
い
と
い
う
希

望
者
を
確
保
し
て
い
る
。

ど
う
や
ら
人
手
不
足
は
全

国
一
律
に
起
き
て
い
る
現

象
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
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消
費
増
税
が
目
前
に
迫
っ

て
い
る
。
大
手
外
食
チ
ェ
ー

ン
で
は
店
内
飲
食
の
税
込
価

格
を
据
え
置
き
、
実
質
値
引

き
す
る
動
き
も
見
ら
れ
る

が
、
対
応
は
一
様
で
な
く
、

全
般
的
に
は
内
食
化
が
進
む

と
い
う
見
方
が
強
い
。

加
藤
産
業
の
加
藤
和
弥
社

長
は
、
今
月
開
い
た
展
示
会

の
会
見
で
「
１０
月
以
降
、
財

布
の
紐
が
も
う
一
段
堅
く
な

る
と
想
定
せ
ざ
る
を
得
な

い
」
と
消
費
者
心
理
に
つ
い

て
言
及
。
展
示
会
で
は
随
所

で
、
こ
う
し
た
節
約
志
向
や

内
食
化
を
意
識
し
た
販
促
に

力
が
入
れ
ら
れ
た
。

カ
ゴ
メ
は
黒
胡
椒
な
ど

で
、
お
つ
ま
み
風
に
仕
上
げ

た
ペ
ン
ネ
の
ナ
ポ
リ
タ
ン
を

試
食
提
供
。
「
洋
風
居
酒
屋

で
は
ナ
ポ
リ
タ
ン
を
お
つ
ま

み
と
し
て
提
供
す
る
店
が
増

え
て
い
る
。
こ
う
し
た
外
食

の
流
れ
を
家
飲
み
で
表
現
し

た
」
と
狙
い
を
示
す
。
外
食

を
減
ら
し
て
も
、
気
分
だ
け

は
味
わ
い
た
い
と
い
う
ニ
ー

ズ
を
狙
う
。

味
の
素
は
ネ
ギ
と
ツ
ナ
缶

を
材
料
に
、
鶏
が
ら
ス
ー
プ

と
ご
ま
油
で
味
付
け
し
た

「
や
み
つ
き
	
無
限
長
ね

ぎ
」
を
用
意
。
「
使
う
の
は

こ
の
４
つ
だ
け
。
レ
ン
ジ
で

す
ぐ
に
で
き
る
」
と
簡
便
性

を
強
調
す
る
。

両
社
が
視
野
に
入
れ
る
の

が
、
増
税
前
に
買
い
だ
め
が

予
想
さ
れ
る
酒
類
だ
。
「
年

内
い
っ
ぱ
い
は
家
庭
内
に
た

く
さ
ん
の
お
酒
が
ス
ト
ッ
ク

さ
れ
る
は
ず
。
安
く
簡
単
に

作
れ
る
お
つ
ま
み
が
喜
ば
れ

る
」
（
味
の
素
）
と
み
る
。

「
節
約
し
な
が
ら
も
、
食

卓
を
華
や
か
に
」
と
訴
求
し

た
の
が
丸
美
屋
食
品
工
業
。

と
り
釜
め
し
に
コ
ー
ン
缶
と

バ
タ
ー
を
加
え
ア
レ
ン
ジ
し

た
。
「
節
約
し
よ
う
と
お
か

ず
を
減
ら
せ
ば
食
卓
が
寂
し

く
な
る
。
ハ
レ
の
日
の
イ
メ

ー
ジ
が
強
い
釜
め
し
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
日
常
で
も
手

軽
に
贅
沢
感
を
演
出

で
き
る
」
と
説
明
。

ヤ
マ
モ
リ
も
同
様
に

釜
め
し
の
素
を
利
用

し
、
１
食
５
０
０
円

で
抑
え
ら
れ
る
食
卓

メ
ニ
ュ
ー
を
提
案
し

て
い
た
。

ア
ヲ
ハ
タ
は
、
専

門
店
が
増
え
ブ
ー
ム

と
な
っ
て
い
る
コ
ッ

ペ
パ
ン
に
焦
点
を
当

て
た
。
ジ
ャ
ム
を
は

じ
め
ホ
イ
ッ
プ
や
餡

な
ど
の
周
辺
商
材
を

使
い
、
１２
種
類
の
コ
ッ
ペ
パ

ン
を
用
意
。
朝
食
だ
け
で
な

く
、
昼
食
に
は
黒
ご
ま
ホ
イ

ッ
プ
、
夕
食
に
は
サ
ラ
ダ
チ

キ
ン
な
ど
間
食
を
含
む
４
つ

の
食
シ
ー
ン
を
想
定
。
「
家

庭
で
も
専
門
店
の
よ
う
な
味

と
見
た
目
の
も
の
が
で
き

る
」
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

た
。こ

の
ほ
か
、
加
藤
産
業
の

グ
ル
ー
プ
合
同
に
よ
る
提
案

コ
ー
ナ
ー
で
も
、
酒
類
と
お

つ
ま
み
を
セ
ッ
ト
で
試
食
提

供
。
ハ
イ
ボ
ー
ル
、
日
本
酒

そ
れ
ぞ
れ
に
合
う
メ
ニ
ュ
ー

を
勧
め
た
。
「
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
は
若
い
人
に
も
日
本
酒

が
人
気
。
こ
れ
を
機
に
家
庭

で
も
も
っ
と
飲
ん
で
ほ
し

い
」
（
三
陽
物
産
）
と
増
税

を
き
っ
か
け
に
家
庭
内
需
要

を
喚
起
し
た
い
考
え
だ
。






























































栃
木
県
干
瓢
商
業
協
同
組

合
は
９
月
１３
日
、
作
柄
報
告

会
を
開
催
。
各
地
区
の
問
屋

か
ら
干
瓢
の
生
産
状
況
に
つ

い
て
報
告
が
行
わ
れ
た
。

７
月
末
近
く
ま
で
続
い
た

長
梅
雨
に
よ
る
低
温
や
日
照

不
足
の
影
響
か
ら
ユ
ウ
ガ
オ

の
生
育
が
遅
れ
、
ま
た
天
日

で
干
せ
な
い
た
め
ボ
イ
ラ
ー

に
よ
る
乾
燥
が
連
日
行
わ
れ

た
。
８
月
に
入
る
と
一
転
し

て
猛
暑
日
が
続
き
、
「
追
肥

を
し
た
農
家
で
は
ま
た
元
気

に
な
っ
て
き
て
、
９
月
上
旬

に
か
け
て
６
０
０
個
く
ら
い

で
き
た
」
（
中
部
地
区
）
と

い
う
一
方
、
「
急
激
に
暑
く

な
っ
た
こ
と
で
ウ
ド
ン
コ
病

が
発
生
し
た
り
葉
が
枯
れ
た

り
し
た
」
（
東
部
地
区
）
な

ど
の
影
響
も
。

「
前
半
に
採
れ
な
か
っ
た

こ
と
に
加
え
、
後
半
に
採
れ

る
玉
は
コ
ブ
や
ク
サ
レ
が
み

ら
れ
る
な
ど
歩
留
ま
り
が
悪

い
」
（
西
部
地
区
）
。
昨
年

は
や
や
豊
作
傾
向
だ
っ
た
こ

と
の
反
動
も
あ
り
、
全
体
で

は
２
～
３
割
の
減
産
で
着
地

し
た
と
の
見
通
し
で
一
致
し

た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ま
た
中
国
で
も
、
主
産
地

の
吉
林
省
、
黒
竜
江
省
な
ど

が
多
雨
に
見
舞
わ
れ
不
作
と

な
っ
た
見
込
み
だ
。
「
４
、

５
年
前
か
ら
作
付
け
も
か
な

り
減
っ
て
い
る
し
、
工
業
化

で
農
業
人
口
自
体
が
減
っ
て

い
る
。
特
に
干
瓢
の
よ
う
に

手
が
か
か
る
作
物
は
厳
し

い
。
黒
竜
江
省
は
半
作
と
聞

い
て
い
る
。
消
費
も
伸
び
て

い
な
い
の
で
供
給
は
足
り
る

だ
ろ
う
が
、
中
国
産
は
品
質

も
落
ち
て
い
る
こ
と
が
心
配

だ
」
（
産
地
問
屋
）
。

栃
木
産
は
品
薄
感
の
強
ま

り
か
ら
、
産
地
相
場
は
こ
こ

２
年
ほ
ど
最
高
値
に
近
い
水

準
を
維
持
し
て
い
る
が
、
販

売
価
格
へ
の
転
嫁
は
す
で
に

限
界
。
互
い
に
慎
重
な
入
札

を
促
す
声
も
聞
か
れ
た
。

ド
ウ
シ
シ
ャ
は
イ
ン
ス
タ

ン
ト
の
タ
ピ
オ
カ
ミ
ル
ク
テ

ィ
ー
「
東
風
茶

ト
ウ
プ
ウ

チ
ャ

タ
ピ
オ
カ
ミ
ル
ク
テ

ィ
ー
」
を
発
売
。
関
東
で
先

行
販
売
を
行
っ
た
の
ち
、
関

西
、
東
海
、
全
国
の
順
に
展

開
を
広
げ
て
い
く
。
展
示
会

な
ど
を
通
し
流
通
各
社
か
ら

の
引
き
合
い
も
強
く
、
現
段

階
の
受
注
分
は
１０
月
以
降
の

納
品
を
予
定
。
製
造
は
東
亜

産
業
の
久
留
米
工
場
で
行
い

日
産
は
５
万
個
と
な
る
。

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
は
「
烏
龍

ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
」
「
紅
茶
ミ

ル
ク
テ
ィ
ー
」
「
抹
茶
ミ
ル

ク
テ
ィ
ー
」
「
ジ
ャ
ス
ミ
ン

ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
」
で
、
売
れ

筋
は
「
烏
龍
ミ
ル
ク
テ
ィ

ー
」
と
「
紅
茶
ミ
ル
ク
テ
ィ

ー
」
。
専
用
プ
ラ
カ
ッ
プ
に

乾
燥
黒
タ
ピ
オ
カ
、
ミ
ル
ク

テ
ィ
ー
粉
末
、
専
用
ス
ト
ロ

ー
、
専
用
紙
ス
リ
ー
ブ
を
セ

ッ
ト
に
し
て
お
り
、
お
湯
で

溶
か
す
と
す
ぐ
に
飲
め
る
。

メ
ー
カ
ー
小
売
価
格
は
３
８

０
円
。

展
開
先
は
小
売
店
の
嗜
好

品
売
場
や
飲
料
売
場
を
は
じ

め
、
エ
ン
ド
展
開

な
ど
を
想
定
。

「
並
ば
ず
に
専
門

店
の
味
が
味
わ
え

る
商
品
と
し
て
拡

販
す
る
」
（
同

社
）
考
え
。

１０
月
以
降
、
他

工
場
に
製
造
ラ
イ

ン
の
増
設
を
計

画
。
「
増
設
後
は

さ
ら
に
数
へ
対
応

で
き
る
よ
う
に
な

る
。
今
の
ブ
ー
ム

自
体
が
落
ち
着
い

て
も
タ
ピ
オ
カ
へ

の
ニ
ー
ズ
が
ゼ
ロ

に
な
る
わ
け
で
は

な
い
。
定
番
商
品

と
し
て
売
場
へ
の

定
着
を
目
指
す
」

（
同
）
。

キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
の
４
０
０
�

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ホ
ッ
ト
商
品
群

「
ク
ラ
フ
ト
ボ
ス
」
の

ホ
ッ
ト
商
品
群

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

（
Ｐ
Ｅ
Ｔ
）
入
り

コ
ー
ヒ
ー
飲
料
と

紅
茶
飲
料
の
新
商

品
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
品
が
ホ

ッ
ト
商
戦
に
向
け
て
乱
立
模

様
と
な
っ
て
い
る
。

展
示
会
ブ
ー
ス
㊤

と
タ
ピ
オ
カ
ド
リ

ン
ク
キ
ッ
ト
内
容

ワ
ン
コ
イ
ン
で
収
ま
る
メ
ニ
ュ
ー
を
提
案
（
ヤ
マ
モ
リ
）
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タピオカミルクティー発売

定番商品として定着目指す

ドウシシャ
栃栃
木木
産産
干干
瓢瓢

２
～
３
割
減
見
込
む

中
国
産
も
低
調

内
食
・
節
約
志
向
へ
訴
え
る

メ
ー
カ
ー
の
対
策

増
税
直
前
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